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Ⅰ 団体の概要 

昭和３３年の学習指導要領改訂に伴い、小学校の教育課程に「 学校行事等」

が誕生した。この時から教育課程は、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工

作、家庭及び体育の各教科、並びに道徳、特別教育活動及び学校行事等によっ

て編成されることとなった。このことを受けて、昭和３８年、初代 田甫勝次

会長を中心に「 東京都小学校学校行事等研究会」が発足し、２年後の昭和４０

年、田甫会長の声掛けにより、「 全国小学校学校行事等研究会」が結成された

（昭和４６年・平成元年に会名変更）。以後、本研究会は、全国組織である全

国小学校学校行事研究会と深い連携をとりながら、東京都内の小学校での学

校行事の実践交流、情報の交換等によって学校行事の教育の推進と充実を図

ることを目的として研究を重ねてきた。 

昨年度８月、全国小学校学校行事研究会と東京都小学校学校行事研究会の

共催により、第５８回小学校学校行事研究全国大会東京大会を開催し、全国

から実践事例が報告され、約２５０名の先生方が全国から参加され、盛会に

終えることができた。 

 

Ⅱ 研究組織と取組 

 年度当初、各市区町村から理事及び部員を募り、令和７年度は８０名程で構

成されている。 

例年、６月に定期総会及び講演会、８月に夏季研修会を実施している。１月

または２月には、東、北、南、西の都内４地区において地区別研究発表会を実

施している。例年およそ３０～５０名程の参加がある。近年は、コロナ禍の影

響により、紙面での発表を行っている地区もある。 

会報を年間２回、研究集録を年度末に都内全小学校・教育委員会に向けて

発行し、研究活動の普及・啓発を行っている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

Ⅲ 研究主題設定の理由 

令和３年１月に中央教育審議会答申として示された 令和の日本型学

校教育」の在り方として社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難と

なってきている今日、一人一人の児童が自分のよさや可能性を認識する

とともにあらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協

働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可

能な社会の担い手となることができるよう、その資質・能力を育成する

ことが求められている。その目指す姿として、すべての子供たちの可能

性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びが掲げられており、特

に 協働的な学び」については、 同一学年・学級はもとより、異学年

間の学びや他の学校の子供との学び合い等も含むものである。知・徳・

体を一体で育む『日本型学校教育』のよさを生かし、学校行事や児童会

（生徒会）活動等を含め学校における様々な活動の中で異学年間の交流

の機会を充実することで、子供が自らのこれまでの成長を振り返り、将

来への展望を培うとともに、自己肯定感を育むなどの取組も大切であ

る」とあり、学校行事・特別活動の重要性が明記されている。 

 特別活動は、３つの視点 人間関係形成」 社会参画」 自己実現」に

基づいて目標の達成を目指しており、 令和の日本型学校教育」の中核

ともいうべき役割を担っているが、その中で学校行事は、全校や学年な

どの大きな集団の中で、多様な他者と協働し、合意形成を図りながら協

力して取り組むことを通して、集団への所属感や連帯感を高め、よりよ

い生活をつくろうとする態度や自他の尊厳を重んじる態度などを養う大

切な活動である。 

これらの背景を踏まえ、学校行事ならではの仲間体験、本物体験、感

動体験を通して、子供たちが自主的、実践的に取り組み、集団の中での

役割を果たしながら協働することで、楽しく、豊かな学校生活を自らの

力で創り上げる達成感、満足感を味わうこと、その過程において、子供

たちと、その成長を支えるすべての人たちによるウェルビーイングの深

化が計られることを目指し、本研究主題を設定する。 

研究主題 多様な他者と協働して楽しく豊かな生活をつくる これからの学校行事の創造 

～副主題 ウェルビーイングの深化を目指して～ 



【令和７年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都小学校学校行事研究会】 

 

Ⅳ 研究の視点 

①  人間関係形成」 社会参画」 自己実現」につながる学校行事の在り方

を追究する。 

② 集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせることにつながる学

校行事の在り方を追究する。 

③ 様々な集団活動に自主的・実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発

揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することにつながる学校行

事の在り方を追究する。 

④ 全校または学年という大きな集団を単位として活動するという特質を生

かし、集団への所属感や連帯感を深めること、公共の精神を養うことな

どにつながる学校行事の在り方を追究する。 

⑤ ウェルビーイングの観点から、学校行事における諸活動の意義を検証す

る。 

⑥ 学校行事がカリキュラム・マネジメントの核となることを意識し、各教

科等との関連も踏まえた全体計画の在り方を検証する。 

 

 

Ⅴ 全国・東京都小学校学校行事研究会 夏季研修会 

第５９回小学校学校行事研究全国大会 

日  時 令和７年８月８日（金）  会 場 武蔵野市立千川小学校 

 

午前の部 全体理事会 開会式 総会  

      

講演会Ⅰ  ESJ の挑戦 ～エジプトにおける学校行事の実践～」 

     講 師 ESJ スーパーバイザー 小川 賀世子 先生 

 

午後の部 実践発表 

 児童が主体的に取り組み振り返りを次の活動に生かす修学旅行」 

      埼玉県深谷市立大寄小学校 教諭 新井 良典 先生 

     児童主体でつくりあげる運動会」 

      武蔵野市立大野田小学校 教諭 大出 勇真 先生 

      

講演会Ⅱ  学校行事のアップデート ～ファシリテーションが

拓く 意味の再設計」」 

     講 師 玉川大学 TAP センター 教授 川本 和孝 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都小学校学校行事研究会 

代表者 

所属 八王子市立上壱分方小学校 

職 氏名 校長  山久保 正治 

連絡先 ０４２－６５１－１９６１ 

事務局 

所属 小金井市立小金井第一小学校 

職 氏名 副校長  星野 哲朗 

連絡先 ０４２－３８３－１１６１ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://tosyo-gyou.com/  

 

Ⅵ 地区別研究発表会の概要 

【東地区】…台東・墨田・江東・荒川・足立・葛飾・江戸川 

  「研究集録による紙面発表 
【北地区】…千代田・中央・新宿・文京・中野・杉並・豊島・北・板橋・練馬・島しょ 

 「「研究集録による紙面発表 

 

【南地区】…港・品川・目黒・大田・世田谷・渋谷 

日時 令和８年１月２３日（金） １４時３０分～ 

場所 世田谷区立上北沢小学校 

発表 未定 

講演 和久井「伸彦 先生（文部科学省初等中等教育局「教科調査官） 

 

【西地区】…多摩地区の市町村 

 日時 令和８年２月１３日（金） １４時００分～ 

場所 府中市民活動センター プラッツ 

発表 府中市立本宿小学校 主任教諭 坂本 陸 

 多様な仲間と協働して楽しく豊かな行事を作る」 

（遠足・集団宿泊的行事） 

講演 杉田 洋 先生 

（元文部科学省初等中等教育局視学官 國學院大学人間開発学部教授） 


